
Ｈ 23 年 ７月  腎愛会 看護助手会 だより   H 23. 7 20（水） 

      夏帽子少し傾けポーズとる    葉月    

 

例年より早かった梅雨明けでしたが、台風の影響で今年はよく雨が降ります。 

予定されていた「病院祭りも台風で延期。ささやかな、チャリテイバザーのみとなりました。 

 猛暑の夏が、ぐんぐん近づいてきていますが、お元気ですか？ 

皆様の健康法や消夏法をお聞きしたいところです。 

 

病院機能評価のコンサルテイングによる模擬審査が終わりました。本番は 9月です 

まだ幾つもの山を越えないといけませんが、機能評価病院としての体制を作りにともに頑張りましょう。 

これまでも「業務改善」の報告が看護助手さんからはたくさんの届き、嬉しいでした。日々患者さんの

ために、自分たちの効率を考えて仕事の工夫をされていると思います。でもこれまで、口頭で伝えるだけ

で終わってきたのでは？機能評価はそれを書いて伝える。写真で変化を示すことを求められます。 

書いて形にすることは自分たちの果たす役割や、働く意義を見出すことにもなります。これからも、小

さな改善を形にして出すことで職員としての意識を高めていきましょう。 

 

 ５月は「心身の安全のための抑制とケア」を竹ノ内さんが担当してくださいました。参加者の体験や意

見を引き出しながら、「人権と抑制」という大きな、そして日常的なテーマにどう向き合たらいいかをと

もに考え、討論した、有意義な時間でした。 

書記の川上さんからは早くに研修報告書が届きましたのに、回覧が遅くなり申し訳ありません。 

 

  

今回は「ターミナルケア ～人生の最後に寄り添うケア～」永田看護師・大迫さん担当です。 

  環境整備の一つとして活用している「アロマ」のお話もあります（ＵＳＫ） 

期 日 ： ７月 20日（水）17:30 ～ 18:30（変更）     場 所： ＵＳＫ本部３階  

司 会： 病棟 原田    書記: 病棟 内村 

 

＊基本的に仕事以外の人は全員出席です。欠席する際は欠席届けを！（22 年 4月より義務づけ） 

 


